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時  間： 2016 年 7 月 19 日(火) 16：30－18：00  

































2016年 7月 23日(土) 14時 00分～ 
        京都大学経済学研究科三番教室（みずほ講義室） 
















司会  京都大学大学院経済学研究科東アジア経済研究センター長 宇仁宏幸 
 
14:00-14:10 
挨拶：京都大学大学院経済学研究科 研究科長 教授 文 世一  
14:10-15:40 
講演：慶北大学経済通商学部 教授 金 炯基 
「韓国労働市場改革の争点と展望」 （韓国語講演、通訳付き）           
15:50-16:20  
講演：常葉大学法学部 講師 安 周永 
 「労働市場改革の日韓比較」 （日本語講演） 
16:20-16:50  質疑応答 
16:50-16:55    閉会挨拶 
 
17:00-18:30 
懇親会  会場：京都大学経済学研究科 B1 みずほホール  
開会挨拶 京都大学大学院経済学研究科教授/東アジア経済研究センター長 宇仁宏幸 
 
●参加希望者は東アジア経済研究センター（ceaes2010@yahoo.co.jp）までご連絡ください。 













2015 年観光投資実行額は 1 兆 72 億元と、前年より 42％増加した。 
「観光緑書」によると、2015 年の中国国内旅行の観光客数はのべ 40 億人、
国内観光収入は 3 兆 6000 億元。海外旅行客数はのべ 1 億 2000 万人だった。
巨大な観光需要が中国経済を支える重要な柱となっており、中国人の海外旅行
ブームも世界各国から注目されている。 






































中国経済の新たな原動力になると期待されている。中国国務院は 2015 年 8 月
11 日にネット上で声明を発表し、成長刺激策として 2020 年までにクルーズ船
が寄港する 10 の港を新たに建設し、国有企業にレジャー用ボートの製造を促
すと述べた。更に 2020 年までにキャンピングカーなどの RV 車が停められる
約 1000 カ所のキャンプ場を開設し、今後 3 年間に観光地のトイレを 5 万 7000
カ所で新設または改修する計画だという。 
（ロイター2015 年 8 月 11 日） 
















国家観光局は 5 月 15 日に「2015 年全国観光産業投資報告」を発表した。そ
れによると、15 年の中国観光産業への投資は 1 兆 72 億元に上り、前年比 42％
増加した。16 年の観光投資は安定増加の流れを維持し、通年の直接投資は 1 兆












者数において、世界で 1 位から 5 位の国はそれぞれフランス、アメリカ、スペ
イン、中国、イタリアで、中国を訪れた人数は延べ 5690 万人に達し、世界 4
位となった。国際観光収入は 1140 億ドルに達し、世界第 2 位となった。第 1
位は 1780 億ドルのアメリカ。また、観光消費については、中国は世界トップ
の座を維持した。2015 年、海外を訪れた中国人観光客は昨年比 10％増の 1.28
億人、観光支出総額は昨年比 25％増加し 2920 億ドルに達したという。（人民
網 5 月 13 日） 
中国国家観光局がこのほど発表した『中国観光発展報告 2016』によると、
世界の観光産業がもたらした GDP の増加分のうち 6 分の 1 が中国の貢献によ
るものであり、雇用の増加の 4 分の 1 が中国の観光業によるものであった。世
界旅行ツーリズム協議会(WTTC)の最新レポートによると、全世界の 184 の国
と 24 の地域のうち、観光業の GDP 寄与額が最も大きな国はアメリカと中国
であった。2015 年の観光業の世界の GDP 寄与額は 7 兆 8600 億ドルであっ
た。これは全世界の GDP の 10％を占める。雇用では観光業によって 2 億 8400
万人分の職が生み出された。   
中国国家情報センターの分析によると、中国観光業の中国 GDP 寄与額は 7
兆 3400 億元に達し、全世界の観光業の GDP 寄与額の 14.5％を占め、全世界




達し、全世界の旅行業が生み出した雇用者数の 27.8％を占めた。（中国網 5 月
28 日） 
2015 年は中国企業による海外 M&A も加速した。海南航空、復星集団、港
中旅集団、衆信旅游などが世界的規模で投資や M&A を行っているほか、携程
旅行や途牛旅游などのオンライン旅行企業も対象を海外に広げている。例えば、
海南航空集団はオーストライリア ALLCO 航空機リース会社、スペイン NH ホ
テルなどを傘下に収めた。錦江国際集団は米インターコンチネンタルホテルグ
ループ、仏ルーブル・ホテルズ・グループを買収。万達集団は英国、スペイン、





































１．「玄冬の門」           ２．「認知症をつくっているのは誰なのか」 
３．「老老格差」           ４．「万引き老人」   
５．「今なら間に合う 脱・貧困老後」 ６．「老後を生き抜く方法」 
 
 
１．「玄冬の門」  五木寛之著  ベスト新書  2016 年 6 月 20 日 
帯の言葉：「青春、朱夏、白秋に続く人生の４番目の時期を、自由で最良のステージにする生き方






































































２．「認知症をつくっているのは誰なのか」 村瀬孝生・東田勉共著 SB 新書 2016 年 2 月 15 日 






























３．「老老格差」  橘木俊詔著  青土社  2016 年 4 月 15 日 
























































５．「今なら間に合う 脱・貧困老後」 サンデー毎日取材班 毎日新聞出版 2016 年 3 月 15 日 









































































   以上 








































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 ▲0.7 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011 年 9.2 13.9 17.1 5.4 24.0 1549 20.3 24.9 1.1 9.7 13.6 14.3 
2012 年 7.7 10.0 14.3 2.7 20.7 2303 7.9 4.3 ▲10.1 ▲3.7 13.8 15.0 
2013 年 7.7 9.7 11.4 2.6 19.4 2590 7.8 7.2 ▲8.6 5.3 13.6 14.1 
2014 年 7.4 8.3 12.0 2.0 15.2 3824 6.1 0.4 4.41 14.2 12.2 13.6 
2 月    2.0  -230 -18.1 10.4 1.3 4.0 13.3 14.2 
3 月 7.4 8.8 12.2 2.4 17.3 77 -6.6 -11.3 6.1 -1.5 12.1 13.9 
4 月  8.7 11.9 1.8 16.6 185 0.8 0.7 0.5 3.4 13.2 13.7 
5 月  8.8 12.5 2.5 16.9 359 7.0 -1.7 8.4 -6.6 13.4 13.9 
6 月 7.5 9.2 12.4 2.3 17.9 316 7.2 5.5 10.3 0.2 14.7 14.0 
7 月  9.0 12.2 2.3 15.6 473 14.5 -1.5 14.0 -17.0 13.5 13.4 
8 月  6.9 11.9 2.0 13.3 498 9.4 -2.1 5.2 -14.0 12.8 13.3 
9 月 7.3 8.0 11.6 1.6 11.5 310 15.1 7.2 9.4 1.9 11.6 13.2 
10 月  7.7 11.5 1.6 13.9 454 11.6 4.6 8.7 1.3 12.1 13.2 
11 月  7.2 11.7 1.4 13.4 545 4.7 -6.7 -8.6 22.2 12.0 13.4 
12 月 7.3 7.9 11.9 1.5 12.6 496 9.5 -2.3 6.1 10.3 11.0 13.6 
2015 年 6.9 5.9 10.7 1.4 9.7 6024 -9.8 -14.4 11.0 0.8 11.9 15.0 
1 月    0.8  600 -3.3 -20.0 2.2 -1.1 10.6 14.3 
2 月    1.4  606 48.3 －20.8 49.8 0.1 11.1 14.7 
 3 月 7.0 5.6 10.2 1.4 13.1 31 -15.0 -12.9 0.3 1.3 9.9 14.7 
4 月  5.9 10.0 1.5 9.6 341 -6.5 -16.4 2.9 10.2 9.6 14.4 
5 月  6.1 10.1 1.2 9.9 595 －2.4 －17.7 －14.0 8.1 10.6 14.3 
6 月 7.0 6.8 10.6 1.4 11.6 465 2.8 －6.3 4.6 1.1 10.2 14.4 
7 月  6.0 10.5 1.6 9.9 430 －8.4 －8.2 9.6 5.2 13.3 15.7 
8 月  6.1 10.8 2.0 9.1 602 －5.6 －13.9 23.9 20.9 13.3 15.7 
9 月 6.9 5.7 10.9 1.6 6.8 603 －3.8 －20.5 5.2 6.1 13.1 15.8 
10 月  5.6 11.0 1.3 9.3 616 -7.0 -19.0 2.5 2.9 13.5 15.6 
11 月  6.2 11.2 1.5 10.8 541 －7.2 －9.2 27.7 0.0 13.7 15.3 
12 月 6.8 5.9 11.1 1.6 6.8 594 －1.7 －7.6 17.2 -45.1 13.3 15.0 
2016 年             
1 月   10.3 1.8 18.0 633 -11.5 -18.8 14.1 -2.1 14.0 15.2 
2 月   10.2 2.3  326 -25.4 -13.8 -11.3 -1.3 13.3 14.7 
3月 6.7 6.8 10.5 2.3 11.2 299 11.2 -7.4 26.1 4.0 13.4 14.7 
4 月  6.0 10.1 2.3 10.1 456 -2.0 -10.5 21.4 2.9 12.8 14.4 
5月  6.0 10.0 2.0 7.4 500 -4.7 -0.1 43.6 -4.8 11.8 14.4 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、1月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に
対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの
貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
 
